
Title 中国国民党の諸派と三民主義 : 孫文没後三民主義は如何に解釈されたか
Sub Title
Author 加田, 哲二

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1939

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.33, No.11 (1939. 11) ,p.1407(1)- 1436(30) 
JaLC DOI 10.14991/001.19391101-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19391101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


独 一 九 七 ニ  

桥 O ベ一•八2£-

⑴三話馏

■ tvAm m 職 * 出 廳 慶

か

泉

塾

長

著

S

〈

判

1
A

ニ
頁
溃
雅
紙
裝
定
價
壹
圓
送
料
拾

1
4

錢

,-
.
1
1
e
i

 
一

JH 
三
-
l
f
i
l
l
i
l
I

マ
•
-
f
m
I
l
=
n
i
l
l
=
^

刊 新

IhUll丨丨丨丨丨1丨丨>，••丨丨Ulllll川1>
1
1
1
1
=巨 一 
一
 

l

土 luilllil

一一-一-
1
-
a

「

塾

し
ビ
い
ひ

「

三
田

」
どS

ふ
言
葉
の
も
つ
懷
し
^
は
、
厂

ビ

i

II
I
を
下
ク
て
幾
十
^
經
た
ぅ
ど
も 

心
れ
わ
れ
{2
:
と
つ
て「

永

遠
の

故

姻」

の
そ
れ
で
す
。
塾
長
最
近
の
狗
所
感
、
.御
講
浪
の
類
を
收
め
た 

.本
書
は
、

一
瑪
塾
生
の
師
父
と
し
て
の
情
味
溢
る
、
行
文
の
裡
k
、

塾
傅
統
の
毅
然
た
る
福
澤
精
神 

を
隨
所
^
汲
み
ビ
る
こ
ど
が
出
來
る
、
塾
員
諸
賢
必
讀
の
書
で
す
。

大
學
に
於
て
最
も
尊
爾
す
ベ
き
も
の
は
、
 

外
の
何
物
で
も
な
く
て
、
そ
の
學
風
で
あ 

ら
う
。
生
徒
谷
自
；
才
能
0
芽
シ
醞
釀
さ 

せ
て
く
れ
る
熬
剐
氣
で
あ
ら
う
。
い
や
.離 

問
に
對
す
7
,純
粹
た
涔
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と
情
熱
とg,
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^
育
む
樂
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莽Q

大
氣
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ら
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。
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.
ぞ
の
大
部
分
は
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馨「

入
種
•民
族
•戰
爭」

第
二
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篇
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.三
、
豪

民

族

眉

ji

槪

觀

四

、
^
那

戈

族

讓

と

抗

日

間

題

拙

著
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g
協
同
睛
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第
六
.章

m
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g
協

同

蹿

と

民

族

，
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.
拙
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「

艰
代
の
植
民
顿
策

」

_

篇

•第
四
編
中
の
諸
論
稿
で
ぁ
气
.最

近

の

問

て

は

、

「

謹

知

識

階

級

に

與

ふ

る

書
.，

(

日
本
評
論
三
月 

0

「

.組
界
に
觀
る
列
强
の
政
策

」

.：(

中
央
公
論
：七
月
號

)
：- 「

日

委

化

問

題

の

新

ら

し

い

着

眼

點

し

(

艾
_
靜
.秋
規

地

馨

七

月

號
；}

1支 

那
新
政
權
は
何
を
要
求
す
'る
か」

〈

日
本
評
'論
十「

|
月
號)

，
ぅ
新
政
權
蓮
動
ヶ
饒
る
人
.々
に
與
ふ
る
書
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動
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を
今
後
に
お
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も
績
け.て
泞
き
た
い
：と
思
ふ
。
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次

の

，
文

章
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.こ
の

運

動

の

ー

面

で

あ

ヵ

、
：
最
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爾
要
な
ー
ー
ー
民
主
_

の

諸

解

釋

七

ぞ

の

黨
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,.
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'
.
_
的
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係
に
關
す
る
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千
め
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1

で
あ
る
0
..
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洛
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'孫
文

め

：
三

民
^

.あ
|-
,
:
が
'
そ
れ
は
プ
以
上
の'讓
に
多
少
と
も
觸
れ
て
ゐ
る
の
で
、
い
こ
，の
場
合
は
纂
に.讨
し
だ
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支
那
國
際
關
係
史
の
權
威
モ'.
V
:ス
が
い
，
つ
.
て
ゐ
る
や
う
に'
 

日
淸
戰
带
後
の】 1

H

年
ほ
ど
、
：
支
那
が
歐
洲
諸
國
に
ょ
つ
.て
、
無
慘
な 

侵
略
を
蒙
つ
た
こ
と
が
な
い0

齡

は

、
そ
の
西
歐
資
本
主
義.に
對
ず
る
反
抗
と
.し
て
阿
片
議
以
來
數
次
の
戰
闘
行
爲
に
從
つ
て
ゐ 

る
、。

そ
.

」

て
、

そ
：
の
敗
®

に

ょ

っ

何

時

も

重5
.

食
擔
を
氣
.故
さ
れ
て
ゐ
る
の^'
あ
る
P
 

■し
か
し
，
日

淸

黎

は

、
支
那
の
政
治
的 

f

軍
事
的
無
能
力
を
端
的
に
：示
し
.
た
も
の
で
I

O

そ
の
意
味
に
おW

て
、.
寢
れ
る
獅
子
は
'、
い
ま
や
死
せ
る
獅
于
と
觀
念
せ
ら
る 

V

に

至

：つ
た
。

し
か
：し

な

が

ら

、

亥

那

>

1

お
け
る
政
治
的
覺
醒
は
徐
：々
で
は
あ
つ
た
が
、
遂
に
來
た
の
で
あ
る
。
支
那
人
め
間
に
あ
つ 

■

て̂

、

I

晚
的H

政i

 

ロ
革
新
と
か
、
封
建2>
維

持

ど

..か

V

問
題
と
な̂

.
支
那
を
捧り

®
か
す
外
國
帝
國
生
義
の
砲
聲
と
和
し
て
，

內

'
■

部
的
改
革
の
問
題S

し
く
：な
？

來
た
。
挺
來
の
慕
發
生
的
反
射
的
排
外
運
動
が
"
：
ー
づ
の
意
識
的
運
動
の
霞
を
と
る
に
至
つ
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た
の
.

で
あ
る
。
近
代
的
觀
念.に
お
け
る
國
家
問
題
が
、
こ

〜
に
起
つ
て
來
饴。

'

,■
./
■ 

:
.
淸
朝
の
救
濟
を
め6

つ
て
，
慈
禧
大
后
を
中
心
七
す
る
暫
派
政
治
家
と
*

政
治
革
新
を
斷
行
す
べ
し̂
し
て「

變
法
自
臘」

を
主
張
す 

る
康
有
爲
•
:
梁
啓
超
の
新
派
政
治
家
が
、

M

に
相
ひ
摩
ひ
な
が
ら
も.
尙
ほ「

封
建
宗
由」

の
W

興
に
腐
、も
し
續
け
て
ゐ
る
間
に
南
方 

に
あ
つ
て
.
汰
、\
孫
逸
仙
1
,

首
«

と
す
る
、
ー.群
の
會
黨
が「

討
滿
興
漢」

の
ス
ロ.
1

ガ
.

ン
の
下
に
、
封
建
刺
政
治
の
：

1

切
を
粉
碎
し
て
、
新

支
挪
; «
設
0
た
め
に
、
.全
烫
那
呙
#
の
：大
同
猶
結
1
灌

し

.よ

ぅ

事

‘違

運

が

勃

^
と̂
し
で
生
み
出
さ
つ
、
あ
.つ
ミ

」

一
'；
'
®
1參

'漢
浪
族
：の
:^
に
：̂

^
掷
に
顏
戈
ヤ
..き
た
黎
洲
人
の
1

朝」

8

 

支
.那
人
ロ
を
形
戎
す
み
大
凡g

：

億 

餘

の

違

l
、
.■

策
_

_
族
；か
ら
成
.り
.立
づ
そ
ゐ
る
。.

4

か
も
、
.孫
文
一
派
に
よ
れ
ば
、
そ

の

震

q

灾
中
心
を
な
す
も
の
は
、

:

漢
S

.
で
.嘯
る
。
.ま

I

'
、
，明
朝
禮
落
後
V
政
權
は
漢
吳
族
の
手
を
^

少
數
の
民
族
の
た
め
忙
統
潘
さ
办
、
壓
政
化
苦
し
ま
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
現
狀
で
'

I
。
而
し
て
，
そ
の
淸
朝
は
正
に
崩
壞
せ
ん
と
し
て
、 

常
.

I
循

璧

..のS

鼻

し

、
、
全

支

那
.の
滅
亡
：へ
と
^

t 
i 
K 

V

C

L

.

 ̂

支那全土の救濟崧建のために、淸朝を倒し

「

倒

滿興

s

i

げ
l

:

f
ぬと■

證

茗

^
^
 ̂

.

.

パ

'

:

.

.

ン
雜
ニ
に
、'.
'か
V
る
情勢は

一
刻
も
>

■

せ
に
す
る
こ
^
.
0出來な

.い

.緊
迫
し
た
事
態
だ-:
.
0
:何
と
な
札
ぱ
、
歐
米
列
强
の
政
治
的
. 

經
濟
.的
侵
略
は
‘
#
死
.<0
淸

裳

弱

身

.に
：;0
け
込
ん
で
^
^
^ ̂

長

、
江

.
一
滞
こ 

.お
け
^
英
國Q

f

攻
、へU

よ
り
す
.る
獨
逸
遍
頭
-

滿
か

ら

：の露
西
遺

南
下
等
は
-
や
が
て
支
那
民
族
を
し
て
、自
國
に
住 

み
得
ぬ
狀
_
に
追
ひ
込
办
こ->
、
な
^
で
多
ら
ぅ
0
か
\
る
.政
治
上
、
.：經

濟

老

歐

來

列

風

の

侵

略

.を

拂 

族
を
中
心
4
し
.て
、
全
支
那
民
衆
の
團
結
を
直
ち
に
.實
行
す
る
.必
婆
が
あ
つ
た
:°
,
:

プ 

'第
三
_

:
彼
等
に
は
か
\
.る
.運
跳
が
、
；決』

 

ち
れ
た
0
:從
來
、
白

人

霞

比

ベ

て

管

人

®
が

し
中
國
國
民
黨Q,

諸
：派
S
J
民
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黨
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嫌
派
's

'望
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甚だ文化的反
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t
雛き宿！

 

I

質
I

っ

に

！

‘

にいはれて來

I

素
ら

■

今ま甚色人

W
の侵略

S

し：
碁

 

「

沒法子

」

と叫ばざるを

得

な

し

.t

.な

餐

^

g

l

v
て
、
I

I

し
た
I

は
：i

f

字

f

。
I
が
今
日
4

持
：っ

看

退

嬰

的
1

風

は〗

掃

し

得

.る 

奪

I

I

C
、
. 

I
、
_ぁ
ら
ゆ
る
障
害
を
打
ち5

^

^

.滿
興
漢」

.：|

帝

國

義
l

」

：s

印Q

是

^

^

:

:
.
.

...'11:-..
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:
.
.
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'

■
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'
:
.
.
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•
.
.
.
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: 

... 

‘ 

，

、

I

山
が
企
E

1

蛋

衆

の

大

同

讓
0
母
體
と
S

た
中
國
々
.民
黨
|

明
治
三
十
八
.年
東
京
I

成
せ
..ら
れ
た
中 

國
同
盟
會
|

|

。
そ
の
後
、
：同
會
は
國1

と
f

、|

革
畫
と
な
っ
た
が
、
そ

の

議

读
I

敗
を
く
り
返
し
っ^

:て

ゐ

た.0
:
パ
 

.

'

'

、

そ
の
I

の
.第
一
•は
、
孫
文
.一
派
に
は
淸
駕 

る
。
こ
の
.間
§

情
は
辛
羣
命
が
、
明
ら
か
に
：示1
て
ゐ
る
0

:
バ
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' 
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.
第
二
S

因
は
、
彼
等
I

動
が
、
.そ
の

初

期

纖

て

は

、8

8

黨
を
包
容
す
る
：こ
と
に
の
み
汲
々
と
し
セf

 

f

社
會
情
I

則
し
た
る
イ
デ
f

f
 

.
の
：下
に
、
こ
れ
ら
字
べI

.若
し
も
、
大
同
團
結
が
緒
成
さ
れ
ね
ば
成
ら
ぬ
と
す
る
な
.れ
ば
、
か
X
る
弱
點
は
必
ず
補
强
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
窖
で
あ
る
。

.
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.

.

.
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'

-

し
か
も
、
第
一
の
缺
陷
は
發
生
し
づ
、
あ
つ
た
支
那
土
着
資
本
と
の
抱
合
に

ょ

つ
で
、

お
ぎ
な
は
れ
る
こ
と
、
な
.つた
。

支
那
の
封 

建
制
を
經
濟
的
に
解
體
せ.し
.め
：つ
.、
あ
つ
'た
も
の
は
、
淸
朝
治.下
：に
蓄
積
.せ
^
れ
た
多
{目
僚
的
，資
本
と
、
，外
國
資
本
の
進
出
に
伴
つ
て 

「

發
展
し
來
つ
た
買
辨
昏
本
で
：：あ
る
。
：而
し
て
、
'支
那
に
お
げ
.る
卦
建
的
勢
カ
0
異
常
な
根
强
さ
と
、
列
强
の
錯
交
し
た
侵.略
行
動
と
は
、 

家
那
を
1>
セ
圓
滑
に
封
建
的
扮
裝
か
ら
晚
ず
る
こ
と
を
阻
み
、
國
内
に
.お
け
.る
土
着
資
本
の
發
生
を
茜
だ
し
く
遲
延
せ
し
め
ら
れ
た
0 

_
:
rか
く
：の
：ご
と
き
狀
況
の
下
に
あ
づ.て
.>
:孫
逸
仙
.の
計
齊
と
運
^
と
^
^

'と
' と
が
困
難
で
あ
つ
た
。'何
故
な
れ
ば
、

)

彼
等
は
''
>
.
:
封
建
軍
閥
を
攻
擊
し
、'歐
米
列
强
の
經
.濟
的
腰
追
を
排
擊
す
る
か
ち

で

あ
る
。

•-
■し
：か
も
に
，
辛
亥
革
命
以
來
、*
吏
那
社
會
'に
奮
展
し
て
き
た
官
僚
資
本
と
、
..外
國
資
本
を
擁
謹
者
と
す
る
買
辨
資
本
の
中
め
あ
る 

:
#分
が
、.

)

漸
次
遊
離
し
來
令
て
、
ゝ
以
前
か
，ら#
1だ
稀
少
で
は
あ
つ
た
が
存
在̂
て
ゐ
た
支
那
土
着
資
本
の
中
に̂
れ
^
ん
で
ゐ
る
。
こ 

.れ
ら
は
南
方
に
お
：げ
る_
僑
畝
活
躍
4
ど
：も
に
、'
漸
次
土
着
資
本
を
增
大
せ
し
め
た
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こ
：れ
ら
：の
も0
に
、
中
國
々
民
黨
は
、
そ
の
援 

助
者
と
し
、て.財
源
：を
：求
め
、
：經
濟
的
地
：盤
钇
築
き
上
げ
令
.ぅ
：と
し
た
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、
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r
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へ
爱
那
士
着
資
本
の
外
國
資
本
：に
對
す
各
侬#性
は
強」

い
>̂
;
0.
:が
が
る
。.し
が
.し
な
が
.ら
、
土
着
資
本
は
、.そ
の
本
質
上
、
：外
國
資
本 

と
あ
る
點
に
お
い^.
對
立
.ず
各
。，
か
く
の
ど
と
く
霄
的
に
：も
、

)

對
外
的
に
も
、.

「

畫
軍
閥
打
倒
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叫
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倒
帝
國
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會
黨
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何
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1>
:
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銃
轄
し
：全

吏

挪

豪
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.
い

て
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有
利
な
_
爭
を
續
々
备
が
と
^
.ふ

間

題

で

ぁ̂̂
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; 

•
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.
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.本

義

諸

國

€>
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#
略
に
.：ょ

つ

セ

酿

ま

ざ

れ

た

1

で
ぼ
.、.福
端
な
#'
舊
：の
對
立
，が
ひ
.き
起
さ
れ
て
ゐ
^
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こ
れ
は
、
實
：に
近
代
支
那
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特
徵
で
系
る
。
.■
'.だ
；％
ら
^

#
構
成
4
で
も
、
稂
强
い
封
建
的
色
彩
の
中
：に
、
.資
本
家
階
級
と
、
と
れ
に
對
立
す
る
近
代
的
な
勞
働
者
_

:階

繁

同

時

：に
鏹
り
迅
ま
れ
：で
ゐ
る
'0
.
;從
つ
て
’
諸
會
黨
の
内
忙
は
？
封
建
社
會
か
：ら
直
接
發
坐
し
：た
凡
そ
百
餘
年
を
«

る
明
朝
沒
落
-
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.
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に
‘ょ
'つ
弋
.か
冬
：し
出
さ
.れ
た
感
情
や
段
湔
§
^

見
か
ち
結
ぼ
れ
：る
會
鐵
も
ぁ
れ
ば
、
外
國
資
本
を
驅
逐
し
ゾ
封
建
的
桎
桔
を
除
去
し
ょ

I

:

.
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ぅ
¥
ず
^
出
箸
廣
本
家
中
心
0

#
黨
も
ぁ
0
.、
；更

氐

#
本

至

美

制

度

並

ヒ

封

建

由

^

製

全

般

に

反

對

ず
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.會
^

^
メ
萠
芬
と
し
そ
;^
は
^'
つ
長
が
:;
'
.得
往
^
:て
お
.た
こ
：.と
は
、
當
然
推
.測
せ
ら
れ
：る

*>
0

^

か
？
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れ
が
第1

{
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因
雛
で
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つ
た
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'中
國
々
.民
黨
は
、
：淸
朝
と
ね
れ
が
後
繼
者
.た
る
舊
軍
闕
の
打
倒
、
•

資
乖
主
義
の
髪
略
排
歡
ど
.い
ふ
點
に
、
.こ
れ
ら
の
#

m
の
共 

同

S

求
を
見
出
し
た
。
劣
し
：て
、
之

親

印

の

^
に
：、
，
支

那

統
|
の
.鍵
が
ぁ
る
士
誤
信
七
.た
.の
セ
ぁ
0

:し
か
し
、
そ
れ
は
、
紛 

時

顏

さ

せ

：
て

作
0:
王
げ
於
僞
裝
的
大
同
團
結
で
:?
>
る
。
：̂

れ
は
' 
推
然
た
.る
諸
會
黨
の
權
ヵ
の
.：均
衡
が
、>
孫
文
と
い
ふ
卓
越

、
し
：た
個
性
に
太
つ
：て
、

-
擊

ぅ

じ

.て

保

た

れ

た

る

狀

態

で

.
ぁ

今

：
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.
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知
や
て
孫
逸
仙
は
、
奄
^
^
三
民
本
義
ら
内
ヒ
、
.：こ
れ
ら
；の
嗇
黨
を
全
部
包
容
す
：る
に
足
る
朽
容
を
ぁ
り
込
む
必
要
を
坐
じ
た
の
.で
：

, 

' 

-

ぁ
る
:0.

'
': .
:!'
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.
民
族
を
興
亡
せ
し
め
た
原
因
に|:1つ
の
も
の
が
あ
る
0

ー

 
は
自
然
カ
で
あ
り
、
.
他
は
人
爲
カ
で
あ
る
タ
し
か
.
る
に
、
現
#
吏
邨
は
四

.

.

.

.
 

*
 

'
. 

< 

. 

.

千
*
^
を
經
過
1>.
た
の
に
も
枸
ら
ず
、
、
殆
ん
ど
褻
微
も
見
ず
に
令
日
に
至
つ
た
こ

.

£

を
#:
察
す
'̂

と
き
、
：今
後
自
然
力
に
ょ
つ
て
支
那
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.

 

.

.

.

.
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が
滅
亡
せ
し.
め
ら
れ
る
と.
は
、
考
へ'ら
れ
な
い0
故
に
現
在
支
那
が > 
芷
に
：減
亡
せ
し
め
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
事
實
で
あ
る

-
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- 

.

,
と
す
る
な
：ち
：ば
、
：

.
そ

.0.
原
因
は
、
必
ず
強
ヵ
な
人
爲
カ
に
ル
る
。
し
か
ら
ば
人
爲
力

.
と
は
，
何
か9
歐
米
諸
國
の
支
肌
に
對
す
る
政
治

, 

■ 
.
/ 

: 

t

上
、
fe
濟
上
<p

廊
迫
侵
略
と
：自
國
に
命
け
衣
人
ロ
增
加
00
-

壓
迫
ヤ
あ
る

。

こ
れ
£
ょ
'つ
て
、'
支
那
は
、
國
內
的に
は
、
半
封
建
的
經
濟

...
 

..
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• 

»

的
體
制
を
維
持
せ
し.め
、
：對
外
的
に
は
、
：
'政
治
經
：濟
的
隸
屬
を
意
味
す
.
る
学
植
民
化
し
つ
、
あ
る
。
：

し
か.
も
、
か
、.
る
事
態
か
ら
支
那
免
救
ふ
唯
，
1
0 '
道
は
、
民
族
的
團
結
，，の
强
化
で
.
あ
る.
o.
し
紅
る
に
、
吏
那
民
衆
は
家
族
及
び
宗
族
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. 

■

 
•

 

.

,
に
對
す
る
圑
結
カ
は
甚
だ
强
輙
で
.
あ
つ
，た
が>
國
家
に
對
1>
て
は
薄
弱
で
あ
る.
0.
こ
、‘に
三
民
主
義
の
主
張
者
孫
文
は

V

支
那
の
國
際

上

、
ぺ
政
治
上
、

.
經

濟

土0:
#
等

を

促

進

せ

し

め

，
て
、

.:

.
永
久
に
世
界
に̂
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栽
等
の
民
族
は
、
現
柱
世
坭
上
で
.
如
何
な
る.
地
位
に
在
る
か
。

#

界
の
各
見
族
と
比
較
す
れ
ば
、
我
民
族0人
口
は
最
も
多
く
最 

も
大
に
し
て
、
四
チ
餘
年
の
文
明
を
有
す
る
點
に
於
'て
は
V 
歐
米
と
正
に#
行
し
て
ゐ
る.
の

，
で

あ

る

。

：

然

る

に

中

國

人

は

只

家

族

.と

宗

.
族
と
：の
、圑
體
の
み
で
、
民
族
的
精
神
を
缺
い
：て
；ゐ
る
か
ら
、

'四
億
の
人
が
結
合
し
て.一

の'中
國
を
形
成̂

る.
と
は
|1
'
へ
、
實
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®
か
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れ
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過
ぎ
ず
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.

今
日
で
は.
世

界

上

：の
最
貧
弱
國

.
家
と
#

り
•
.

國
際
上
最
低
の
下
除
に
在
る
の
み
な
ら
ず
、
人
は
刀
姐 

と
な
奴
V

:

我
は
魚
肉̂

な
.
つ
て
ゐ
名
と.
い4

有
様
で
、
現
代
に
於
け
る
我
等
の
地
位
ほ
ど
危
險
な
t

の
は
な
い
？
：そ
れ
故
若
し
も
こ
の 

:

際
3

呙
族
主
屬
を
提
唱
す
る
ヒ
ど.に
專
心
.
し
”

四
億
萬
0

入
を
結
合
し
：て
堅
固
な
る
一;;の
民
族
た
ら
.1
>

め
な
け
れ
ば
、
中
國
は
吏
ち
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國
滅
擇
の
.薆
を
有
ず
る
.の
で
あ
.る
。
我
等
は
と
(の
：危
急
存
.亡
を
猻
救
.せ
ん
が
爲
め
に
民
族
主
義
を
唱
道
し
、
民
族
精
神
を
發
椰
し
て
國

を
救
は
ん
.と
す
る
も
の
.で
あ
る
。

孫
中
山
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生
義
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廊
版‘

^ ̂

■

.

.

.
- 

■ 

- 

■■ 

■ 

■ 

. 

■ 

- 

■ 

. 

< 

_ 

' 

' 

. 

* 

•
.

'

 

..... 

\

 
V

'

-

 '

 
-

. 
E
.

 

..
--
-

.

:
 

:

 
‘

'
. 

8

t

lし
た
人
格
と
手
腕
は
、
雜f

し
て
利
I

錯
し
て
ゐ
I

奪

寡
 

銃
一
あ
る 

團
體
と
し
、-經
濟
的
基
礎
と
人
的
蕋
礎
を
得
る
こ
と
が
出
來
た
？
こ
V
に
彼
等
は
.
•，支
那
W
建

の
'ft
霄
，に
向
つ
て
*
あ
ら
ゆ
る
軍
閥
と

先
づ
戰
.ふ
事
が
出
來
る
中
ぅ
に
な.つ
た
o
.
v
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.
'
1
:
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^

^

^

'-
/ 

.

.

.而

.し
で
、

ー
敗
北
虎
の
師
を
興
す
や
，
近
代
时
な
武
器
.と
戰
術
を
掛
つ
國
民
革
命
寧
は
、
'
.孫
傯
芳
'
張
宗
1,
1'

、

吳

狻

陞
•
吳
佩
孚
，

.
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張
作
霖
等
の
軍
闕
を
，
次
ぎ
，
^

に
屠
'ふ
つ
て''
遂
に
.、
.申
南
支
-帶
を
中
心
.と
し
て
、
支
那
銃
}
を
示
す
靑
天
白
日
の
旗
を
翻
す
に

至
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た
'0
.:
:

.

.

'

\

:
: 

■

.イ

.
,
'::
'

^

.- 

7
.
.
V .

.
,
,
:

!

 

I

I

I

 

 ̂

0

1

1

 ふ

，.
そ
1

5

”北
I

上
S

い
て
、
戰
略
上
次
第
に
包
容
し
て
來
た
準_

i
分
子
と
I

係
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
北I

期
に 

-

お
け
る
湖
南
省
師
長
厳
生
智
、
長
江
作
戰
後
山
西
•
西
北
諸
軍
と
の
安
協
に
ょ
る
馮
玉
祥
•閻
錫
山
•韓
復
築
•商
震
等
、
ま
た
は
東
北
軍

閥
と
.の
妥
協
に
際
し
て
張
學
良*萬
福
鱗
*
.于
學
.忠
*
湯
玉
鱗
等
に
對
す
る
關
係.で
あ
る
0.
彼
等
を
包
容
ず
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
國
拔
黨
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.
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勢
力
は
•
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擧
に
增
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
軍
閥
人
並̂
そ
の
關
係
箸
は
.
*封
建
的
軍
閥
的
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
所
有
者
で
あ
る
。
從
つ 

て
、
.三
民
主
義
.と
は
甚
だ
遊
離
しV

ゐ
る
黨
員
を
徒
ら
に
增
加
せ.し
め
た
。
こ
.の
結
果
、.11..1

民
主
義
の
權
威
は
著
し
く
失
墜
し
た。
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第一

一
は
-
從
來
、，

孫
中
山
を
中
心
と
し
、：
そ
0
個
人
的
：：に
車
越
し
た
手
腕
に
ょ
つ
て「

三
民
生
義」

の
內
に
大
乘
的
に
統
轄
さ
れ
て
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た
，種
々
な
黨
派
が
、
.民
國
十
四
年
三
月
十一

一
日
北
京
に
お
，け
る
孫
文
の
#
死
と
と
も
に
、
*
次
三
民
主
義
に
對
す
る
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釋
に
意
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の
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を
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し
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る
に
茧
つ
た
こ
と
で
和
る
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三
民
主
義
提
唱
者
の
丰
觀
に
お
い
て
ば
、
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「

.民
族
の
自
決
し
..「

立
憲
民
主
政
治
ゎ
確
立」

「

資
本
主
義
體
制
の
完
成」

と
-い
ふ

歐

洲
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後
の
.風
潮
尤
乘
じ
た
.主
張
.で

あ

：
：つ
.た
？
し
か
し
、
半
封
建
性
と
半
植
民
地
性
を
本
質
と
す
名
支
那
社
會
の
特
殊
性
は
、
そ
の
內
容
を
、

著
し
ぐ
^ *
然
た
る
も
の
.と
し
.た
0
,そ
.の
主
流
は
，
半
植
民
地
性
に
，對
し
て
、「

歐
來
資
本
の
排
擊」

半
封
建
性
に
對
t
て
-「

軍
將
打
倒
し
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を
虫
張
：じ
た
。
い
び
換
ベ
れ
ば
.封
；建
的
踮
制
の
打
破
と
歐
米
列
强
.の
帝
國
主g

的
侵
略
に
對
し
そ
、辛
ぅ
じ
て
典
通
の
利
害
を
感
じ
て

.
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か
し
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國
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黨
の
.分
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中
に
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土
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資
本
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蕋
礎
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す
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派
く
倒
滿
興
漢
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ど
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結
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資
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©で
.あ
る
か
ら
、從
つ
て
、
こ
れ
等
全
て
の
ィ
デ

オ
ロ
ギ
>
-
.で：あ
，る
.一
ー
ー
民
生
義
：も

、
、
現

實

.に
直
面
.し
へ
て
、
：
そ

C

力
說
す
：る
重
骷
は
、
完
全
に
異
ら
ざ
る
を
得
な
、か
つ
た
。
孫
文
の
死
は
、

.

.と
：の
_相
違
を
©
日
0
下
に
さ
ら
け
出
し
た
0
こ
v
k
:、
幾
多
の
妥
協
し
難
.い
.理
論
鬪
爭
と
、
こ
れ
に
伴
ふ
武
カ
鬪
郇
を
ひ
き
起
し
た
0

:

:''
あ
る
論
者
.は
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當
時
..の
國
民
黨
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し
.て
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主
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ぺ
共
產
主
義
を
信
ず
る
も
主
義
實
行
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た
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先
づ
孫
文
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_
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國
民
革
命
を
實
現
す
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を
有
刹
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認
め
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主
義
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と
し
て
ゐ
る
。
長
^
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支
那
の
社
會
.運
.酣
ニ
.ー.六〕
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第
.
1
0部

類

に

ば

：、
..疼
介
石
を
中
心
'と
し
た
軍
政
#
、.
白
崇
禧•：

何
應
欽
•陳

銘

樞

等

、

右

派

西

山

派

と

い

は

る
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謝

持

，
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•
居
 

'芷

等

、
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數
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.
.ら

れ

：
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で
あ
一
ら
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o
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'
ニ
へ
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四
^
は
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:張

馨

*察
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林
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戴
鄭
等
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產
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居
は
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^
ま
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も
な
ー
い
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1
ー
と
第
1
1
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.國
民
鑛
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派
と
い
呔
る
V
法
兆
鉻
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派
と
機
會
主
義
、
：第
三
黨
と
し
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.
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唐
坐
智
魏
益
三
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品
仙

.張
發
奎
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珙
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何
健
.

)

'

た

'
•ぐ〕

。
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,
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.

.

I
治
的
|

、
藝
时
解
放
を
目
指
艽
國
民
革
命
が
、
長
江
1

#
を

中

心

と

：し

て
> 
ほ
，

)

完
成
さ
れ
ょ
■ぅ
と
レ
た
と
き
か
ら
、
國
民
.

黨
§

の
分
解
作
用
は
開
始
せ.^
れ
た
0

.
'
,
: 

-
/
.
v

 

.

，
そ
れ
.は
.
•
'第
：

1

に
孫
文
ど
い
.
'ふ
全
黨
員
の
信
望
を
1

0
に
集
め
て
.ゐ
た
中
4
人
物
が
客
死
1
た
こ
'と
に
も
ょ
る
。
■ま

气

軍

闕

寫
 

と
い
ふ
：こ
と
I

.
心
に
し
て
ゐ
る
時
代——
一

K
ひ
換
へ
れ
ば
、「

反
革
命
勢
力
を
一
掃
し
、
革
命
の
主
義
を
大
衆
に
宣
称
し
て
同
情
と
信 

.仰
を
！

」

.

.た
め
に
,

孫
文
が
革
命
の
第
一「

階
段
と
し
た
軍
政
時
代
に
は
：、
軍
政
家
の
間
に
し
ば
く
相
克
が
行
は
れ
る
し
、
ま
た
そ 

の
絡
果
出
現
す
る
軍
政
獨
裁
者
は
、
理
論
的
立
場
^1.
守
5

派
と
_

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
者
は
、
蔣
介
石
と
唐
生
智
お
ょ
び
廣
西
. 

派
と
の
關
係
、‘
後
者
は
蔣
介
：石
と
胡
漢
民
お
わ
'び
汪
精
銜
と
の
關
係
等
で
あ
る
。
か
く
て
、
漸
次
、
國
民
黨
內
は
複
雜
化
し
て
ゆ
く
。

.

.し

.か
し
、
こ
れ
ら
の
.原
因
は
、:

國
民
黨
.の
內
訌
に
口
火
を
付
け
、
そ
の
關
係
を
複
雜
化
し
て
ゐ
た
が
、"3

興
に
彼
等
.の
內
訌
を
ひ
き
起
. 

さ
し
め
た
冬
.
0は
、
兰
民
主
義
そ
0
も
の
.
.、
內
に
內
在
す
る
矛
盾
.で
あ
つ
た
0
:淸
朝
と
こ
れ
が
後
繼
者
た
る
舊
軍
闕
の
打
倒
.
歐
來
資 

本
主
義
の
侵
略
排
擊
と
い
.ふ
旗
印
の
下
に
、
.

I

乂
那
統
1
(0
大
同
團
結
を
も
く
ろ
ん
だ
孫
逸仙
は
、
そ
の
成
功
と
、
も
に
、
そ
の
中
か
ら 

生
ず
.る
紛
叫
を
一
時
延
期
さ
せ
る
に
止
ま
り
、
い
ま
に
至
つ
て
、
そ
む
紛
叫
は
♦再
び
爆
發
し
た
の
で
あ
る
。

:國
民
黨
員
は
、
三
段
主
義
ゎ
內
に
莫
然
乇
粽
合
的
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
炎
民
族
、
，民
權
、
.民
主
.の
鍾
論
が
、
，果
し
て『
現
實』

に
.何
を
意
. 

味
し
な
け
’れ
ば
な
ら
な
い
.か
。
封
建
制
に
對
す
る
破
壞
が
•-
*
應

完

了

，
し

，
.そ
の
目
的
七
し
た
奮
軍
閥
が
，一
掃
せ
ら
れ
た
名
と
き
.、
そ
-の 

「

廢
跡
に
ダ
が
て
建
設
せ
ら
る
べ
き
中
華
民
.國
.の
自
边
と
獨
立
'の
殿
堂

?:
'

'

思
ひ
浮
.べ
.な
が
ら
、
心
に
深
く
，

y

の

問
題
を
囘
想
せ
ざ
る
を
得 

な
か
4
た
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支
那
社
會
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
、'
な
に
か
。
封
建
社
會
か
ら
僅
か
杧
近
代
社
會
の
荫
芬
が
出
初
め
た
許
り
の
支
那
に
お
い
て
は
、 

そ

，
の

經

濟

鞲

成

の

銮

礎

を

#

る

も

の

は

、

歐
米
諸
國
に
お
け
.る
や
ぅ
に
資
本
主
義
的
大
生
產
檨
式
.で
は
な
い
。
そ
こ
に
存
往
し
、
极
據 

を
持
つ
も
の
は
.、
.
.農
民
で
：あ
り
、
手
エ
業
者
で
.あ
り
、
小
商
入
で
あ
る
。
か
つ
七
、
孫
文
も
.そ
の
三
民
主
義
0
講
演
の
中
で
、「

支
那
の

馨

的
平

原

說
^
を
唱
へ
た
こ
と
が
あ
つ
'た
。
本
來
©
.意
味
に
'お
.け
る
富
豪
.は
、
支
那
に
は
存
往
し
な
い
。
も
し
、
あ
り
と
す
れ
ば
，、

• 
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そ
れ
は
大
貧
に
對
す
る
小
貧
に
過
ぎ
な
い
。
'支
那
民
族
の
.生
存
の
莶
礎
を
な
す
も
の
ぼ
•
.こ
れ
ら
.の
農
民
、
獨
立
手H

業
者
、
小
商
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で

な

け

れ

：
ば
.な

ら

な

：
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喾

：で
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る
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.
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あ
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目
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け
ら
，れ
た
と
き
、

「

資

■

 '

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

■

產

家

階

級

」

.は
、
、..果

然

問

題0
中

心

と.な
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問
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し
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有
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産
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し
、
，無
產
者
獨
裁
を
意
圖
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る
中
國
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產
黨
は
、
地
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H
f

商
工
業
者
を
一
束
と
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た
資
本
階
級
を
も
聯
觐
す
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ン
し
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ノ
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准
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那
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つ
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會
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菹
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も
の
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中
小
資 

::

屮
國
國
圾
黨
©
諸
派
：芩
|

1

1

民

主

義

ン 

.

―-
三
：

(
1

四一

九〕



、

中國國民镲の諸派

S

S
主

義
.
 

.

.

m
.'
-

x
:
li:
s
l
o
v
,

.

.

.

.

. 

•• 

•

 •

 

■ •
 

• 

■
:
 

•.< 

•
.

產
家
を
も
ふ
く
，め
た
る
農
工
商
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現
在
の
中
華
民
國
の
社
:#
は

,,
>
未
龙
.
1個

：の

農

業

必

手
3:
-業
;^
:ょ

;1
)
棘
ネ
社
會
に
.過
ぎ
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
、
何
人
七
雛
も
否
啶
す
る 

.一
事
は
出
來
ぬ
听
で
あ
る
。
瓧
會
經
激
的
淸
勢
に
し
て
、
旣
^
か
く
の
ご
と
く
で
办
る
な
れ
ば
、
か
の
我
等
中
離
段
國
人
が
現
在
營
む
物

質
生
活
の
基
礎
も
ま
た
>
:自
然
-
あ
，の
さ
：''
\
や
か
'な

冬

獨

党

農

業

敦

友

び

，
手

：エ
：
業

者

の

.身
上
に
あ
る
.こ」

と

•

•

 

.i.; 
•

 

•• 

■
 

■
 

.
 

.

.

.

.

.

 

\ 

• 

. 

■

-

る
。
卜(

陳
銘
樞
.ン

我

等

は■何
が
故
に
：中
國
共
產
黨
を
打
倒
す
名
要
あ
>

:^
'
:
:
七
寅〕

'
'
: 

: 

:

'

:

-
.
.■.
.
 

'
.
•

+ 

•
•

.

;

' 

-
4
- 

■ 

•

 
.

 

- 

.

.

.

. 

- 

„ 
.

•

と
\
,に
，い
.ふ
農
業
、
：及
び
手
エ
業
と
は
：*
甚
だ
廣
き
意
味
に
用
.ひ
：&
れ
、.

H

商
混
合
業
者
を
も
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

.
ご'
.
.
,:
-.
/

.

:

.

.

 

..... 

.

.

,
,

'-
1
吾
人
.の
：稱
す
る
獨
立
農
業
者
と
は
、
單
に
隹
作
農
^
み
を
^

^
て
：4
か
<
12\
ふ
"の
.で
は
な
い
。
凡
そ
、
勞
働
力
を
有
し
て
，
略
々

-

•

 

-

 

.
.
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.
«
.
.
.

 

.

 

•
•.'
.
-
 

.

 

•
.

 

*

 
....

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ぃ
 

■

.

- 

.

.

.

.

. 

.

中
馬
•
.糧
食
.
•種
午
等
を
有
し
..て
、.

：

以
つ
て
田
畑
：.を
耕
作
し
#

^
底
の
農
夫
.は
、
又
當
然
こ
0
中
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
o

M
に
ま
た
所 

謂
獨
立
手
エ
：業
者
と
は
、
#
:に
手
エ
.業
主
及
び
手
藝
店
生
.の
：み
.を
指
;1
.
:て
：か
く
い
ふ
0
で
は
な
く
，
凡
そ
，
外
部
に
向
っ
て
は
店
舖
を

.

.ゾ

:.‘•

 

.
 
.

 
-

 .

 
.

 

'

 .

 

バ 

,

.

.

.

.

.
-
•

 

.

.

.

 

- 

•

開
き
、
内
部
に
は
別
に
製
造
所
を
有
す
.る
が
ご
.と
き
商
エ
混
合
業
者
尨
ノ
ま
允1:

括
こ
：の
中
に
屬
す
る
も
"の
で
.あ
る
0
し(

同
頁)

.

'■.
:
.

 

■;.■-
 

■ . V
.

.

.
-
.
.

パ

二

,

,.
. 

- 

. 
I 

' 

.
,

.

へ
.
'

.

而
し
て
：、
彼
等
は
、
‘
.支
那
全
社
會
の
衣
食
住
の
殆
ん
龙
全
部
を
作
り
出
し
て
ゐ
る
の
，で
：あ
る
.か

ら

.ノ

彼

等

を

失

べ

ば

、

亥
那
民
衆
は

'

 

''
'•
 

..

..

.
 

»

 -

 .

 

V

 
V

 

*
.

 

.

.

 

-

死
.刑
を
喧
吿
せ
ら
れ
た
に
も
均
し
い
。

.
.

 

,

.

「

こ
の
_
種
の
»:
#
分
子
は
.

*

*の
部
面
.に
軋
っ
て
，は
、
.全
社
會
の
食
糧
を
生
産
す
ベ
き
實
任
.を
負
ひ
、
工
業
の
部
面
に
あ
っ
て
は
、

• 

.

.

.

. 

-.

*.「

.

-
.
- 

\ 

. 

•-
 

.

.

.

. 

-

. 

.

.ま

た

全

社

會

：の

エ

集

品

：
の

.最
大
部
分
を
坐
產
す
：べ
：き
任
務
を
負
ふ
.て
.ゐ

る

。
.
匕
の

我̂

の
社
會
が
、物
質
生
活
上
に
お

い

て

、
ょ

く
#

續 

し
續
け
ら
れ
る
所
以
は
、
即
ち
彼
等
が
葙
在
す
る
そ
.の
緣
放
に
ょ
る
も
^
た
っ
た
の
で
ぁ
る
。
さ
れ
ば
、
假
に
、

一
朝
_

が
な

く

な

っ

た

と

し

た

な

れ

ば

.、

我

等

の

全

社

會

坐

活

は

、

即

ち

死

刑

を

宣

吿

せ

ら

れ

た

る

.

k

均
し
い
の
で
あ
-る6

し(

同
5
.

.
■

 ■

 

■

 

,

■,
 

. 

.

 

.

. 

' 

.
-

、
 

.

支
：那
民
衆
の
生
存
め
基
礎
を
脅
.や
か
す
こ
と
は
、.，民
族
を
破
滅
に
導
く
こ
と
で
.あ
る
0
し
か
も
、
：：そ
れ
は
封
建
軍
閥
と
歐
米
資
本
主
.

‘

■'
:
 

ン. 

： 

■

■

'

'義

の

.»
略
0-
內
に
卿
し
流
さ
れ
，
ぅ
と
し
で
ゐ
る
支
那
.民

衆

で

あ

：る

？

支

那

民

衆

は

、
、

.
そ

の

生

存

の

た

ぬ

に

は

社

會

上

の

親

^

に
は
一 

切
眼
を
と
ぢ
.て
.
一
時
、
へ
近
代
的
經
濟
體
制
の
確
立
に
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。：
こ
、
に
お
い
て
' 
三
民
主S

に
お
：け
.る

民

主

生

_

の

法

度 

擴
充
の
部
面
が
强
調
せ
ら
れ
：る 
0
.
:
:
.
.
: 

_::
 

.

:/

從
っ
て
.、
資
本
制
：
 
一k

lc
反
對
す
る
中
國
共
產
黨
は
第i

に
掘
民
革
命
の
破
壊
者
と
し
て
、.：：第I

'
m

■
 
•
 
■

,

.

 

.

,

-
 
■
 

.:
■■■■■
 

.
 

.
 

•
 
.
 

.

.

■

,
 

.....
 

:
 
.
 

■

排
擊
せ
.ら
る
、
.こ
^
は
當
然
で
あ
ら
^-
:0
.
.
'
ン

；

:

::
/
ン

.

:

ベ「

.：
•第
：11:1
ィ

：ン

タ

ー

ナ

シ
*::
ナ

ル
-«
>
走
^
—

中

國

共

產

黨.は

、
，
專

：ら

階

級

間

_の」

惡
感
情
を
煽
廳
し
ー
階
級
鬪
爭
を
鼓
吹
し
、#
^

'
 
.

.
 

..

.

..

..

 

.

 

-

 

.

.

.

.

 

•

 

•

 .

 

•

 .

 

...
 

'

 

I

 

-

 

,

上

種

：
々
、
の
.歲
務
忙
た
づ
在
は
.る
人
：贤
ぎ
挑
撥
し
て
、
,'
..互
，に
衝
突
せ
し
め
、
5:
に
水
火
の
間
柄
と
な
し

、

全
國
民
衆
の
國
民
革
命
に
對
し 

X
貢

献

し

得

：ベ

き

カ

を

ヲ

.
1:齊
に
消
滅
せ
し
ぬ
る
の
で
：あ

'%
'請
君
截
み
に
考
へ
て
.も
見
た
ま
へ
6

こ
の
：種
の
お
そ
る
べ
き
破
壞
手
段 

が
い
か
な
る
蓉
砲
火
に
比
べ
：て
も
、
.尙
ほ
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
咖
無
い
か
を
！」

(

三

頁

ソ

.

.
.:
1
1一.民
在
_
者

の

目

的

と

す

る

と

：こ

ろ

、は

>
軍
闕
と
帝
國
生
義
を
打
倒
す
名
と
と
^

あ
る
,0
;ま

づ

：軍

闕

の

打

挪

を

.要
求
す
る
<2
>
は
 ̂

れ
に
ょ
0
て
，
國
家
的
銃
.；ー
1

兀

成

し

、
、
そ

の

過

程

.：に

お

い

て

、
.帝

國

主

義

：の

村

倒

に

g

び
、
芒
：れ
ば
よ
っ
て
、
國
權
の
恢
復
を
企
圖 

せ
ん
4
す
る
も
P
で
あ
る
？
從
.つ

て

、
：；
國

民

革

命

-^
第
.一,:'
步
は
4 

.
时
倒
軍
閥
.に
あ
る
''
0

.L
か
る
に
1
共

產

黨

は1
,國
內
に
お
.い
て
、
重

' 

.
.

■

■/
 

•■:

;

■

■

■

■

■

 

。
ぐ
.
-
.
:
.

.

.

'

;大
龙
擋
謀
t
企
圖
し
、
：.こ
れ
に
ょ
っ
て
、
^ '
交

交

渉

上

：の

重

大

^

障

害

を

惹

起

し

て

 
>
'
ゎ
れ
く
の
打
倒
軍
閥
の
運
動
を
阻
也
す
义
も
へ 

> 

.

;中
國
國
段
黨
の
睹
淤
迖
3
斑
主
.義

.

.

:

.

…

s
 

.
2
S
.
1

V
)

へ
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:
中
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國
.民
篇
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諧
派
’
5
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主
義
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•
•
:

一

六

(
1

四
一.
1
.
5

'

 

.

 

.

..' 

....
 

.

.

.

J

 
の
.で
^

；^
0

.

,

,

.

;

:

■'
■

;

V,
'.
 
.

 

^
 

,
:

.'
■
.

中
國
國
民
.0
現
在
に
お
け
る
物
霞
的
生
活
：:<
7
>
'稂
據
は
、獨
立
農
業
幕
.手
ぼ
業
者
に
存
す
る
.0
こ
れ
ら
を
攻
_

の
.標

的

と

す.^
共

產

黨
 

は

，

積

極

的

に

は

無

產

|

^

級

:5
:
-
1て

、
，.
他

を

亥

配

せ

し

ぶ

、

箱
極
湖
に
は

':
'

孑
の
反
對
者
を
抑
壓
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
非
常
な
暴

政
を
惹
起
す
る
。
ビ
れ
共
產
黨
を
排
擊
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
狄
で
あ
り
^
そ
れ
は
^
た
中
國
國
民
の
す
べ
て
を
*
そ
の
餓
死
の
狀
態
か

■

.

'

■

.
 

. 

■
 

' 

' 

.
 

•

%
救
ふ
-^
以
で
^
あ
.る
？「
：： 

-
 

/

':

::

..か

く
.

て

、
、
三

民

主
_
を
遵
泰
し
、
.，■
民
革
命
を
推
行
す
る
た
め
に
叫
ぶ
o
.
;

.:
'■
■
) ■

•

 

‘ 

:

.

「

這
個
扉
我
不
碰
的
中
國
洪
產
黨-

T

::
':」

.

'

.「

照
：中
國
的
瑗
境
及
钜
產
情
形
而
論
'

只
有
孫
總：

理
的
三
民
主
_

,
;■
是
唯
一
救
國
的
主
義
。
只
有
實
行
二
一
民
主
義
的
國
揭
導
I

 

.
1救
國
的
黨
。
能
行
三
民
主
義
，：
屮
國
民
衆
在
將
來
戈
能
够
得
到
眞
茈
的
幸
福
，
^

是
各
|

目
吖
平
等
人
類
大
同
的
檐
途
。
至
於
馬 

克
虱
主
.張
的
階
級
鬪
爭
，：

列
裤
生
張
的
無
產
若
ぎ
政
，
都
不
是
犯
現
時
代
的
人
類
得
到
幸
福
的
良
好
方
法
’：

絕
對
不
能
拿
這
種
方
法
去

■ 

L
 

: 

V 

; 

■ 

■

.

.
 

, 

-

解
決
人
類
的
經
濟
問
題
*‘，是
少
眼
度
，
也
.絕
對
不
能
用
這
種
方
法
來
解
決
現
在
中
國
的
經
：濟
問
題
。」

(

何
應
欽
對
第
一
軍
的
訓
話 

上
海
大
東
書
局
1
九
ニ
<
年

刊

..
十
ー
：
一
頁

)

：
，
，

•
民
主
主
_
0.
集
本
を
な
す
衣
食
俾
の
問
題
は
:'
.か
、
る
.ー
派
を
生
ぜ
;1
,む
各
に
室
っ
龙
。

.

0

彼

等

は

、

蒋

介

石

を

中

、
レ

と

し

た

る

政

治

家

，
氣

人

か

ょ

び

育

成

さ

れ

っ

、

あ

石

土

请

資

本

家

の

I

部
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
中
央
派

•
 

■

 

M

.

.

■
 

.

.

.

.

.

■

-

/

'

 

. 
•

 

■

 

.

と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
：

Q

名
を
、
そ
の
關
係
の
：最
も
深
ぃ
她
名
を
;^
っ
て「

浙
江
派」
士
も
呼
ぱ
れ
た
,0
-
.
_

,
彼
等
が
、
支
那
建
設
の
：た
め
に
笫
ー
に
、
な
さ
ね
ば
成
，

o

ぬ
こ
と
は
、
列
强
諸
國
に
お
と
ら
ぬ
經
齋
禮
制
の
確
立p

ぁ
つ
た
。
そ
こ 

.で 

' 近
代
的
な
經
濟
組
織&

建
設
に
從
づ
て
證
す
る
：種
々
な
る
問
題
に
對
し.

H

は
V

一
 

時m

れ

を
證
し
て
、
ひ
た
黎
に
そ
の
间 

的
に
^

^
す
る
必
要
が
あ
つ
'た

.0
こ

:\
に
共
產
.ザ
義
を
排
擊
せ
ね
'ば
成
ら
な
く
な
つ
た
こ
と
は
ぃ
ふ
ま
で
.も
な
い
が
、
舊
軍
揭
一
帯
と 

、
も
に
、
.當
然
軍
政
期
か
ら
訓
政
期
に
移
る
可
I

 

t

と
，
總
理
孫
中
山
の
I

を
ふ
り
か
ざ
す
一
派
を
も
斷
踮
せ
ね
ば
^
^

.
尨

つ

；
た

。

'
'

.
 

.

.

.

.

. 

.

. 

,

,

- 

■

こ
、
に
、k

那
f

f

獨
裁
主
義
の
主
張
：の
根
據
が
.ぁ
る
。
こ
れ
に
伴
ひ
、
獨
裁
的
な
政
治
國
體
が
作
成
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
藍 

衣
社
で
.ぁ
.る
。
. 

：

1
等
は
、
右
に
精
鋭
f

葷
カ
S

ち
、
左
に
獨
裁
的
な
政
治
結
社
を
組
織
し
て
、
.突
進
す
る
。

•

 

;

.

し
ヵ
も
、
.そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
支
那
內
外
の
あ
ら
ゅ
る
_
題
を
一
時
默
殺
し
て
、
孫
文
が
唱
へ
た
支
那
の「

社
會
め
肢」

に
一
頭
角
を
あ
ら
は
す
或
.る
冬
の
を
建
設
し
や
ぅ
と
す
る
の
で
あ
つ
、̂,o . 

_

.
,

:

 

* 

. 

- 

. 

.

.

穴
.

.

' 

- 

. 

. 

孫
中
：

d

は
支
那
に
迫
.り
來
塗
つ
の
®
力
を
示
し
た0

そ
れ
は
、
第

—•
に
列
.强

の

人

；ロ
，
增

加

の

腱

迫

で

ぁ

り

、
、
第

I 

{は
そ
の
政
治

的
胳
迫
、
.第
二
一
は
經
濟
的
壓
迫
で
ぁ
.名
。
：こ
れ
ら
の
應
迫
は
、
.支
那
民
衆
の
，
.5
と
か
次
部
分
と
が
い
ふ
の
で
は
な
く
、
全
部
が
感
じ

:て
ゐ
る
.歷
迫
で
あ
る
o
' 

. 

, 

V
.

:

パ

.

; 

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.
 

.

.
こ
れ
ら
の
.現
象
は
、
反
面
支
那
民
族
灼
部
に
三
つ
の
弱
點
を
作
る
と
と
、
な
つ
た
。
郎
ち

.:

中
國
s

f

諸

派

ズ

蛋

：主
：義
• 

W 

.. 

.

二
..

七

(

一
成
二
三)



ゾ

.中
國
國
跖
m
の
諸
派
，S

民
主
義
'
.
”

.

•

'

.

■■
:

■

マ

八

，c.l

四
1
1
0 

こ
.

「
我
們
受
.外
國
帝
國
_

這
三
種
之
外
-
藍

上

民

心

鎏

，\
:沒
有
抵
抗
强
暴
的
團
黎
能
/
是
自
己
第
一
種
積
弱
；
帝
攻
遺
毒
’ 

流
爲
軍
_

5
竊
奪
國
家
政
權
來
塗
炭
生
靈
，
而
人
民
却
不
m
沒
有
管
理
家
事
業
的
權
ガ
，
'
:並
^

^
抵
抗
軍
閥
的
能
力
’
是

自

己

第

一

一

： 

@
稹
弱
機
器
發
明
了
幾
百

^.
而
我
們
還
是
坐
產
落
後
’
无
然
的
富
蔵
，
■自
I

知
备
丨
而
任
人
估
取
得
裏 

机
資
#

#
障

1
_全
8

窮
的
景
況
，
是
自
己
第
三
毽
積
弱
。(

胡

漢

民

.國
民
黨
民
衆
連
動
的
理
論
.
.：
玉

海

大

東

書

局

一

.九〕

K

.年

刊

一

三

，

一
四
寅)
；

卜 

'
か
く
一
の
如
く
-
.外
部
か
ら
の
糜
迫
、
內
部
の
脆
弱
性
は
、
民
族
、
民
權
、
民
生
の
三
問
題
を
、
支
那
S

命
を
賭
す
f

の
と
し
て
、

解
狄
を
迫
る
0
つ 

:

'
 

.

:

'

:

■

:

•

•
 

'

■
I
Vか
も
、
こ
^
ら
は
同
時
に
；、
||
1
序
正
し
く
解
漱
す
る
こ
.と
を
要
す
る
0
.何
と
な
れ
ぱ
，
支
那
は
そ
の
全
部
を
直
ち
に
必
要
と
し
"—

し
か
も
^ ：
の1

.

歩
を
あ
や
ま
て
ば
、
.■支
渺
は
滅
亡
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
^
る
。

.

'

'

I 

.

.
こ

隹

i

l

l

秦

そ

養

I

ぎ
點
が
あ
る
。
 

■ 

■

.,

..
一

「

、
民

衆

議

是

鏊

國

家

危

亡

和

保

障

社

全

寒

的

^

ヵ
,

 ̂

' 

•

ニ
、
民
衆
議
便
有
如
何
始
可
使
之
成
爲
有
益
於
社
會
的
問
題
。
：
■'
■

三
、
' 民
衆
運
動
，
失
敗
和
成
功
，
•都
於
社
#
有
很
太
的
影
響
2
而
我
們
的
問
題
，”
便
是
要
如
何
纔
能
使
它
成
功
多
失
敗
"
及
如
何
使 

.
它
好
影
響
多
於
惡
影
響
o
' (

前
揭
書
三
頁

〕

'

.

'.
■

こ
、
に
、.
.指
蹲
者
と
畫
織
と
共
同
の
信
仰
が
诞
對
に
必
要
.
と
な
る
0

卜
.

，

-'
,

■.

「

第
.ーダ有

- ^
抄
蕾
瓦
衆
的
此
實
領
薄
.
.第

一

一

須

有

强

固

怕

組

織

；
第
ー

1
1
’須
有
共
同
的
信
仰
。
：.這
三
僩
重
要
條
件
^
備
了
；
拔
衆 

運
動
纔
有
不
可
摇
撼
的
_

鄭
不
可
抵
杭
的
力
量
。」(

前
掲
書
：

V

同
^
 ̂

'

て

，
民

族

的

圑

結

は

求

め

ら

る

'
か
、
し
か
し
そ
の
中
樞
を
な
す
も
の
.は

共

產

主

顏

お

ょ

び

.^
國

共

產

黨

で

は

な
v>
o 

何
な
れ
ば
.
彼
等
は
民
族
,
圑
結
に
險
級
_
爭
を
^[
き
入
れ
る
が
ら
で
あ
る
0
'そ
れ
は
、
完
成
し
た
民
族
的
團
結
を
、
利
害
の
對
4UL 

'
と
い
.■ふ
見
地
か
ら
、
細
胞
に
ま
で
寸
斷
し
.て
し
ま
；ふ
？ 

：
'
: 

;
.
®

':'

'
.
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.
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•
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.

 

. 

.

.

.

.

-

•'
«

.

.

'

パ「

1
的

兩

鋳

||
的
階
級
_
爭
便
要
成
爲
同
|
階
級
分
裂
爲
多
^

同
一：

職
業
分
裂
爲
多
少
派
別
，
同1

派
3|
]

分

看

多

少

小
 

'組 

' 病1
'

小

湖

分

裂

爲

多

，少

_
人
’
分
裂
愈
多〕

：，鬪
举
愈
多
天
下
哪
有
把
全
；個
人
類
圣
個
民
族
分
拆
到
極
點
，
凋
爭
到
極
點
> 
而
可
以 

.
說

這

是

爲

人

類

爲

民

族

爲

個

人

謀

得

幸

福

的

革

命

方

傷

」(

前

歡
' 

五

頁)

'

.

:
:
: 

: 

V

‘ 

.

し
力
1
な
が
ら
ノ
そ
れ
は
姻
人
を
;«
視

：し

：た

る

獨

裁

主

義

で

'あ
_つ
て
は
^ -

ら
：な
い
0 
.
何

.«
?

:

な
れ
ば
、
‘三
，民
主
義
も
窮
極
に
お
い
て
は 

全
人
類
の
救
濟
i
v>
ふ
世
界
政
策
に
移
：る
に
あ
る
；と
.は
，
：孫
文
自
ら
も
認
む
る
所
.で
あ
り
、(

金
井
.
三
民
主
義
五
营

〕

且つ、

'.
獨

裁

的

國

家

生

義

：は

、
，
往

：
々

：

帝

國

注

義

列

强
.と
何
ら
變
冬
所
な
き
行
動
を
と
：る
か
ふ

で

あ

る

ゥ
^̂
^

.「

國
«
35
義

&
有

.世

探

革

命
. ^
資
格
.
自
不
必
說
。
固
然
"
在
求
國
家
之
自
*
獨
.立
一
個
！

n

的
‘上
，
{匕
他
是
要
抵
抗
强
權
因
比 

它
就
可
以
牽
合
冕
族
主
義
的
底
下
，
：伹
.它
却
2

.「

而
祝
事
實
上
發
;.
:M
到

德

意

歲

，
、
意

太

利

，

.
和
：□

□

那

種

國

象

主

義

，
：
：就

成

了

希

國

生

義

的

代

表

」

。(

湖

漢 

一

：

ぐ

中
s

i

 の
：諸
派I

 
民

生

義
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' 
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四
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'ス
'
.
.■.
.中
國
亂
！

の
諸
派
£
 
民
生
義
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.
ニ
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'
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'
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六)

_

K

年
::
-■
.五

海

龙

疆

最

刊

3

 

W
V
V
.
. 

V 

.'
:
- 

..

■

炎
.等

は

.、

無

政

府

主

義

'を
も
肯
定
し
な
い
.。
何
と
な
れ
ば
、

そ
の
理
想
と
す
る
と
こ
.ろ
は
同
じ
で
あ
つ
て
も 

'
紐
政
府
主
義
に
は
； 

こ
れ
を
實
行
す
べ
.き
方
.策
妒
な
い
が
ら
で
あ
•る
9
V:
-.
.
:
.
: 

' 

• 

:
.,
.

::v
:

「

無

蒙

義

1
最
終
@:
;
:
'
.
的
爲
無
赍
：爲
大
同
，-.
;.:與
一
篇
主
義
.目
的
。完
全
.

_

"艰
其
最
大
的
弱
點
，‘在
於
沒
有
實
現
.大
同
的
方 

••
'
法

。
し

ー

前

揭

嘗

.
3

 
V

,':
.

,

パ
'
:

■
:
\
.
:
'
.

..
■
‘
：
.
：

:
.:>
故
に
こ
れ
を
總
括
す
^ '
ば
、
' 

. 

.

:

■'
'
:
,
、
':•
.
、
:
、 

,

■

'

V 

- 

'一I

家
主
”

在
求
1

之
自
出
獨
立
上
爲
不
健
全
’

#
病
往
幼
稚
；
在
事
實
上
發
展
成
爲
帝
國
主
義
，
: -

其
病
荀
^

下
付
右
狡
.。
n£
i
府

主

；

在
^
望
人
人
自
由
：平
等
人
人
無
權
齡
部
的
理
想
上
爲
贤
權
走
肩
的
左
派
r
其
病
在
於
無
實
行
的
方
法 

靈

畫

人

鲁

級

蓄

和

階

級

獨

裁

的

迦

論

與

方

法

土

ノ

裔

蓊

稚

ヌ

在
^

'金
部
意
義
上
，
輿
病
在
不
徹
底
强
暴
行
之
，
且
有
自
趨
於
反
革
命
’一
氣
危
險
傾
向
。」

(

前

揭

書

十

頁)

M

 

:

.

:か
く
て
、
莨
に
支
那
を
救
ふ
も
の
は
唯
*
孫
文「

三
民
主
義」
の
篇
15
!
?
;に
あ
る
。 

. 

a
等

は

、
：
ニ
.九

ニ

七

年€>
■
淸
黨
に
際
し
^

蔣
介
石
派
に
組
^
て
次
の
如
く
叫
^
だ
。

？ 

ノ
ノ 

.

.

、パ

： 

t

我
們
要
認
淸
楚
的
，
，就

是

我

•«
母
次
的
淸
黨
，■ -

在
行
爲
上
雖
是
補
極
的
’
而
往
動
機
和
#
果
說
却
是
積
極
的

.

.

贩
步
的 

命(

隹

國

邊

進

步

，\
中

國
國
民
黨

比

中

輩

命

變
«
步
，：

這
是
事
實
，.

不
是
空
語
。
.
.所
以
我
、們
現
在
應
赛
布
望
不
但
■

常
望 

'
而

應

賞

去

.做
”

：淸C
©

後

的

中

國

寶

黨1

定
比
淸
黨
以
前
的
中
國
費
黨
更
要
好
ゾ

淸
黨
以
前
還
賓
共
產
黨
破
壤
搗
亂
，.淸

黨

以

後

這

些

障

礙

都

沒

有

了

。
，
做

得

到

或

做

不

到

全

靠

我

們

了

。
，
我

們

要

緊

緊

記

野

‘
淸

黨

不
 

只
是
要
把
共
產
份
子
，
投
機
分
子
’
：土
豪
劣
紳
淸
推
出
去
:,
並
：且
是
要
把
：
,

..
.

.

'

 

.

.:
本
黨
的
忠
實
同
志
圑
結
起
來U
、
 

.

.

.
V
.
,

.本
黨
的
義
鞏
固
起
來1
‘ 

：
'
. 

:

.

..
:本
黨
的
01
作
表
現
出
來
！ 

. 

V 

八
本
黨
的
精
神
發
揚
出
來
！

y
:

.
.

,
'

:

'
:

■

'.
.-.
.
,-
■

…
.

.
.

.
.

V

'
.
ン 
/

V:
本
黨
的
使
命
完
成
！.
.

 

.

.

 
.

 

:

•

:

.

本
黨
的
主
義
實
瑰
出
來
丨

v

ご
.

:

,

, -

(

胡
漢
民
.
淸
黨
之
意
義'
上
海
大
康
書
局
.一
九
二
八
年
刊
，
八0

1八一

頁)

-

-

-

,

し
か
も
*

一
 

度
蔣
介
石
，：

t:

派
に
よ
づ
て
國
民
政
府
の
中
樞
が
固
め
ら
れ
、
そ
ひ
獨
裁
的
傾
向
が
著
し
く
な
る
や
、
三
段
主
義
の
眞
蹄 

に

反

す

る

も

.
の

と

し

て

、.
改
組
派
も
し
く
は
、
-.
,新
箪
闕
と
結
4
で
、(

：.；反

蔣

運

動

を

起

す

名

：
の

あ

り

 >
 

こ
れ
ら
と
は
別
に
理
.論
的
に
中
央 

截
派
を
攻
擊
す
4
も
0
あ
.り

、
，
：
常

に

「

11
1

民
主
篛」

へ
の
信
仰
を
.中
心
と
し
て
行
動
を
律
し
.て
ゐ
る
o
 
’'

:

ご：彼
等
は
理
想
と
し
て
は
.、
：常
に
孫
文
の
心
か
ら
郁
は
る
あ
：f:

の
忙
、
'よ
り
近
ず
か
ぅ
.と
努
力
し
て
ゐ
.る
0:

ぞ
れ
は
、
三
民
主
義
の 

理
論
と
い
ふ
よ
り
も
、
多
く
こ
：の
派
の
人
々
に
と
つ
て
は
、
1ニ
.，民
主
義
の
.昏
仰
'で
，あ
0
た
。
即
ち
孫
文
：の
考
'へ
て
ゐ
た「

大
同
社
#」

ハ
 

.へ
、
最
孓
近
ず
か
5
と
し
て
.ゐ
.た o.

v

- :

.
v
、 

. 

-

?
■

..

中
國
國
民
麗
の
諸
派
^
三

民

生

義
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u
'
l
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四
ニ
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民
m
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'諸
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民
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'

.

、
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:

: 

u
u

2

四 
二
八)

： 

し
か
し
、
現
實
に
苊
面
し
て
.漸
次
增
加
し
て
行
く
支
那
努
働
者
階
級
と
、，
逑
設
さ
れ
て
行
く
資
本
主
義
體
制
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
* 

か
X

る

中

關

階

級

的

な

ィ

デ

ォ

：ロ

¥-
.レ
は
餘
り
に
孓
遊
離
1
過
ぎ
て
ゐ
：た
。
勿
論
そ
こ
に
は
、
'多
'分
に
：聖
賢
的
な
曲
事
に
め
げ
ぬ
氣
品 

が
つ
き
ま
と
つ
，て
ゐ
る
.こ
と
は
、
鬼
逃
す
?:
と
は
坩
來
な
.い

.0
し
か
し
、
こ
れ
等
は|

括
し
て
そ
の
.現
實
的
政
策
の
批
判
に
の
み
努
め

自
ら
何
も
の
も
集
き
上
げ
や
ぅ
と
は
し
な
.か
つ
た
0:
そ
れ
で
は
如
何
に
..し
て
ー
：1ー
民
.主
義
を
實
行
す
る
の
か
。
彼
等
に
は
答
べ
る
術
が
な

•

 

.
 

... 

.....

.....
 

.

.

.

 

.

.

.

..

.

 

■

s
o 

..

そ
し
て
徒
ら
に
"「

力」
に
反
抗
し
、
ま
た
は
：ひ
き
ず
ら
れ
て
し
.ま

ふ

：
の
：で

あ

る

o
.彼

等

は

ロ

、
マ
ン
，
テ
'
ィ

カ

ー

で

あ

る

'
。

さ

れ

ば

こ

そ
'
聖
賢
派
と
も
呼
ば
れ
衣Q

:
l

る
。

.

.
1

•

 

.

 

...

...

:
b

■;
'

' 

,规
論
派
は
思
想
的
に
、
西
|1
|
派
は
信
仰
的
に
、
そ
し
て
廣
西
派
は
實
行
的
に
、
孫
中
山
の「

三
民
主
義」

の
眞
蹄
を
、
自
分
の
み
が
#

' 

■■■■■

•

■
 

■

 

*

 

.

-

.

-

ぐ
'

得
し
.て
；
ゐ
，
る

と
.確
信
し
て
、‘
淅
江
派
へ
も
、
ま
た
共
產
派
に
も
近
づ
く
こ
と
な
く
、
そ
：の
中
間
を
去
來
し
て
、
國
民
黨
右
派
た
る
の
地 

位
を
占
：め
てゐ

：.

る
。
こ
れ
に
對
し
て
.r
こ
.れ
と
同
様
、
國
民
黨
內
を
遊
泳
し
..な
が
ら
、
し
か
も
彼
等
と
對
照
的
な
左
翼
た
る
地
位
を
占 

め
る
も
の
ば
改
組
派
で
あ
る
0

* 

:

■
，改
組
派
は
、「

社
會
乎
原
J
<D
事
實
ま
.で
も
確
認
し
，た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
半
植
民
地
支
那
に
お
け
る

1

階
級」

の
特
殊
性
を

.
■
*._

 

''\ 

.

 
'

 

•

 

.
 

...
 

•

 

•

み
と
め
、
か
、
る
事
情
の
下
に
#

つ
て
は
、
容
易
に「

階
級
間
の
調
和」

が
實
現
し
得
る
と
、
固
く
信
じ
て
ゐ
た
。

「

在
今
日
中
國
國
民
革
命
的
過
程
中
，
我
們
的
同
盟
者
是
工.

人
，
農
人
，
和
小
資
產
階
級
。
遺
是
從
國
際
带
國
屯
義
腿
.迫
下
的
殖
比 

地
.和

半

殖

民

地

起

來

要

求

獨

立

的
：；！

個

理

論

，

也

是

今

日

國

民

革

命

表

現

於

俄

們

E
前
的
.一
件
事
實
，
.同
時
也
.定
促
成
國
民
革
命
成
功

的

：
一

條

聯

合

戰

線

。

」

ハ

陳

公

博.'
中
國
國
民
黨
所
代
.表
的
是
什
麼
？

上
.海
復
且
書
房
刊m

版
.I

頁)

.：

命
 

.
 

<;

:

.し

.か
も
、
か
、
る
聯
命
戰
線
の
.精
神
を
な
す
?>
-
の
は
三
民
主
義
.で
あ
り
、
肉
體
を
な
ず
も
の
.は

國

民

黨

で

，：
あ

る
o

而
し
て
、
こ
の
肉

,
 

.
 

-
i
 
■

體
と
精
祌
と
の
完
全
な
る
一
致
、
.即
ち
一
ー
，ー

民

主

義

を

遵

奉

す

る

.一
國」

黨
こ
そ
が
、
實
に
囷
難
な
る
國
民
舉
命
を
売
成
し
得
る
も
の
で

I
O 

•.
 

V
-
.
.
.
.

.
■
'_

■
: 

.

■

:

.

:

',
: 

. 

. 

.
■
.

故
に
'、
國
岚
黨
を
構
成
し
、
國
揭
革
命
を
擔
當
し
て
-い
く
も
0
.は
，
農
エ
階
級
を
主
幹
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
決
し
て
こ 

れ
の
：み
.で
は
無
い
.0
何
と
な
れ
ば
、
社
會
主
義
制
度
^
確
立
し
や
ぅ
と
す
る
一
方
、
近
代
的
な
る
經
濟
體
制
を
樹
立
し
て
ゐ
な
け
れ
ば 

成
ら
ぬ
の
がV

吏
那
の
實
狀
で
あ
る
;0
:

'

.

:

■

.

 

.
'こ
V
.に
、
國
民
革
命
は
、
資
本
主
義
淛
度
を
建
設
し
な
が
ら
、
同
時
に
こ
れ
を
修
正
し
、
そ
の
党
成
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
修
正
を
完 

.ぅ

し

：
た

、
;'
近
代
的
社
會
制
度
を
實
現
.せ
ね
ば
成
ら
ぬ
。

，

く

：
'

V

'.-

「

我
們
分
拆
各
國
國
民
革
命
史
與
中
國
國
民
革
命
史
，
有
很
明
題
的
兩
個
例
外
：
方
面
吏
在
事
實
上
不
能
限
制
其
潑
.那
麼
對
於 

い
革
命
的
將
來
，
.誠
有
趨
向
於
資
産
階
級
填
命
的
危
險
> 

.
所
以
我
們
應
該
不
耍
亡
計
節
制
資
本
的
原
則
。
即
是
說
我
們
還
要
對
小
資
產
階 

級
讓
步
彳
使
其
稼
固
固
有
的
做
會
經
濟
構
造
而
抵
抗
帝
國
主
義
丨1

面
贺
须
建
設
國
家
資
本
，
使
小
資
產
階
級
俥
成
爲
：連
設
的
一
要 

素
，ニ"不
糜
使
其
變
成
大
資
產
階
級
而
搖
勵
革
命
的
栽
本
。J 

“..

 

：.

■

,.

.,
')

；

「

小
資
鹿
階
級
的
功
用
，
相
於
經
濟
原
則
的
交
換
和
社
會
構
造
的
補
助
，
其
作
用
實
在
於
職
業
，
而
非
«
於
階
級
。
不
過
、因
歷
史
的

遺
儔
，
：.儼
然
成
爲
階
級
，
；反
埋
沒
其
作
用
的
固
有
性
。
：.我
們
雖
然
明
自
在
狼
遠
的
將
來
，
這
個
^

^
狼
難
消
滅
，
’然
而
我
們
應
當
孜
建

'.
:

.'
-
:,
屮
國
國
m

m
の
：諸
派 

5
1
.民^

■
■ 

' 

.
0
- 

^
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：
た
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:
,
. 

.
:
'

パ■ c
'

..11.

四

..:
(
1

四 
ニ一一〇)

,

1

.

1

1

^

.

1

^

''

階
級
性
，
以
：.免
變
爲
掠
骧
者
妨
害
民
生
主
義
社
富
安
全
。」

..'.
、丨

「

.:

.-
|

1

1
注
意
的
，
.員
エ
#

/]
'
«
產
^

§

§
^

_

^

^

的̂
主
幹
部
隊
，
^
都
承
認
。
但
三
者
之
中
，
也
有
膽
同
的
利
益
，
心 

有
不
同
的
利
1

-
農

モ

：第
'ー
，
遍
爽
上
的
各
國
國
段
革
命
是
資
產
階
級
領
導
的
マ
^̂
^̂

- 

. 

• 

• 

•
.
; 

. 

- 

V'

丨
歷
史
.上
的
各
酹
國
.民
革
命
最
終
點
是
趨
向
資
本
主
_
ノ
而
中
國
國
民
f

的
最
終
鼢
是
兒
生
主
義
1

社
會
性
的
主
義
。

■'
,

，卜.'... 

.

.

.■.

.

.
 

- 

. 

- 

.

.

. 

. 

... 

... 

.

. 

,

-■
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- 

.
■.
•
.■'
,

.

.

-

.

.

:

- 

-
-

:
丨
#
上
而
兩
個
例
外
_
察
，
’我
所
以
喚
中
國
國
民
革
命
是
變
態
的
國
民
革
命
，
.；是
社
會
主
義
性
的
國
民
革
命
？
簡̂
 

就
#
要 

.在
國
民
革
命
中i

兀
成
社
會
革
命
’
以
黨
的
力
量
I

以
黧
以
國
一

消̂
滅
資
本
、壬
義
，
而
建
設
一
個
段
生
主_
的
國
家
L
C前
摘
書
こ

.

I
三 

S

;'
*
.
'ハ

.
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 ̂
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•
+
.
.
.
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. 

. 

. 

• 

,
.
.
. 

.
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-

:.そ
こ
で
.,
>
彼
等
は
、
小
資
產
階
級
0
效
用
を
充
分
.に
み
と
め
、
:-
そ
0
社
會
的
使
命
に
_
い
て
"
ぁ
く
ま
で
も
こ
れ
を
嫌
護
す
る
。
し
か

..

..

 

~ 

..

 

-I
 

.
 

-

 
■

 -

 

.
.

.

 

*

.
し
な
が
ら
、
彼
等
が
や
.が
て
成
長
し
て
、
民
生
主
義
的
國
家
：：へ.の
轉
生
を
阻
也
す
る
に
至
る
や
ぅ
に
な
る
處
れ
が
.ぁ
る
o
こ
の

こ

と

は

、 

極
€

戒
し 

>
,對
策
I
講

じ

な

け

れ

ば

な

：ら

ぬ

o
'.
:
.
、

： 

ノ

V 

V 

:…

.「

我
們
旣
要
小
資
產
階
級
作
革
命
及
建
設
國
家
資
本 
一

一
 

方
面
旣
須
扶
助
典
發
M
，

--
*

旣
爲
較
貧
苦
的
階
級
’
在
革

•

 

'

 

• *

命
期
中
m
然
有
本
身
的
要
求
9
中
國
旣
沒
有
大
資
產
階
級
作
他
們
攻
擊
的
目
檩
，
當
然
赖
轉
其
攻
擊
焦
點
，於
小
S

階
級
。;

0

0

一
 

,

來
，
：不
是
農H

:

脫
離
革
命
的
陣
線
，
，就
是
小
資
薛
階
級
脫
離
革
命
的
.®
線
’
之
者
無
論
任
何
方
商
拋
棄
資
命
，
對
於
歡
個
葙
命
前
途
街 

有
破
瓌
之
可
能
。
我
們
意
該
怎
樣
聯
結
他
們
的
陣
線
，
應
該
怎
様
€
他
們
就
其
本
身
立
場
取
得
相
當
的
利
益
，
：應
，該
怎
様
使
農
ェ
不
_

落
後
午
小
資
產
階
級
，
使
之
者
不
致
五
相
衝
突
，
完
'全
注
於
我
們
指
導
之
得
當
與
不
。
這
種
實
任
就
是
我
們
黨
員
的
實
任
，
就
楚
眞
芷 

革
命
者
出
發
的
立
足
點
了
。」

(

同
書
：」

-
ー.七

！

ー
一.九
，

) 

ぐ

V 

- 

•

へ

.
'
.
-
. 

.

彼

等
-©
目

標

は* 

.
•
軍

閥

と

歐

米

，列

强

の

.
挑

梁

の

下

か

ち

、

國

民

皆

貧

'
の

狀

態

を

救

濟

し

'.
全
國
民
の
利
窖
を
調
和
せ
し
め
る
こ
と
で

あ

，
つ

た

。

そ

れ

は

各

社

會

鞲

成

層

の

職

分

.
Q

m要
性
を
.强
調
し
て
，，
そ
の
階
級
姓
を
否
定
す
る
。
か
く
て
、
大
資
產
階
級
の
出
瑰
を
拒

' 

.

.

.

.

■

■

 

- 

. 

...
 

■ 

< 

■ 

■ 

-■

否——

無
産
者
獨
栽
の
狀
態
を
棑
擊
す
る
が
，
資
本
2
思S

と
、
'農
工
の
重
要
性
を
確
認
す
る
o (

そ

れ

は

：、

實

に

中

產

階

級

.を

中

心

：
と 

し
た
職
能
社
會
CD
建
設
で
あ
る
。
'
こ
に
彼
等
.の
民
.生」

主
_
社
會
が
あ
る
;°
-

,

.
,
.

.

S

 

-

 

.

.

、
，聖

賢

派

が

、

.
•彼

等

の

；
理

想

社
#
を
.過
去
に
求
む
る
ロ
.

マ

ン

テ
'
力

ア
で
あ
る
と
す
る
な
れ
ば
*
改
組
派
は
未
來
へ
の
夢
想
に
そ
れ
を

も
'>

む
る
理
想
家
で
あ
る
0 
V

 

. 

.

へ

，

.

.

.

.
 

.

.
•

中
央
派
が
、
：獨
裁
主
義
と
：金
體
主
義
の
間
を
去
來
す
る
も
の
で
.あ
る
と
す
る
.な
れ
ば
、
改
組
派
は
全
體
主
義
ど
無
政
府
主
義
の
間
を

去
來
す
る
も
の
と
い
：ふ
べI

き
で
あ
ら
ぅ
-0
.:
..
..
..
::
:.
/
 

.
.•

へ
.
 

'

V

 

.
 

-

 

’

 

.

•
.

:■
,.

近
：代
ブ
a
v..
夕
^

ア
ー
ト
ふ
聯
繫
し
、：.そ
の
尖
銳
な
る
迦
論
と
膨
術
.̂
實
行
カ
を
利
用
す
.る
こ
と
な
く
し
て
は
、
半
植
民
地
的
地
位 

よ
り
支
那
を
.解
放
.し
、
'一一•眞
主
義
に
蕋
く
民
坐
，®
家
を
.建
設
す
る
こ
と
は
：不
可
：能
で
あ
る
と
考
へV

、
：

.敢
然
、■
國
民
黨Q

:

門
戶
を
開
い 

て

"

擴

大

し

た

も

の

が

&
員
^
で

あ

る

。M
し

て

彼

等

，
と
.そ

.の

方

策

を

等

し

く

1>
、
.そ
の
目
標
を
異
に
す
^
も
の
は
第
三
饋
乃
至
機
會

.

.
r 
.

 
.

 

. 

-

 -

 

- 

.

.

. 

•

. 

-
.

 

.

-

■

派
I

る
。ノ
彼
I

V
支
I

I

特
I

情

灌

^
^

:
:
.
.--
中
：國
國
圾
黨
の
諸
派
|

■

■
ご

五

:

(
1

四
三1

じ



•

へ
中
國
國
段
.黨
；の
：諸
派
S

I
'H
主

義

.

.
: 

- 

V
:

二

六

.

(

一
四
三
1
0

社
會
主
義
革
命
の
實
現
す
る
に
先
立
ち
"

—*
應
は
國
民
革
命
を
援
肋
し
滲
加
し
；て
>
こ

れ

を

成

功

：せ

レ

め

散

け

れ

ば

な

ら

な

.
い

と

考

へ

た 

o
''
,

:\
'
>
:ン

.:
-
 ̂

- 

■

'
.
- 

-
.
.
.

」

:

-

•

::
■彼
等
は
、：
國
戾
革
命
を「

内
に
對
す
る
民
生
革
命
と
外
；に
對
す
'る

民

族

革

命

の

兩

意

-
義

し
を
ふ
く
む
も
の
と
定
義
す
る
。
即
ち
半
植
民 

:地
支
那
に
お
^
て
は
、
そ
：の
：經
濟
權
の
大
半
は
';
'
'歐
米
列
强
.の
.掌
冲
：に
操
ら
れ
、
政
治
權
の
大
半
は
形
式
上
自
國
の
軍
閥
の
手
に
收
め

..

..

..

.
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•

 

-

 

•

 

-

 
-

 
-

 
-
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.

-
.

.
.

.
.

.
.

.
.

.
.

-
.

.
A

-

 

.

.

.

 

'

 

.

ら
れ
て
ゐ
る
の
.で

あ

.
る

か

ら

*

支
那
の
資
®
階
級
は
、
■無
産
階
級
と
と
も
に
、
同
じ
や
ぅ
な
立
場
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
X
に
、

0

0

 

は
相
携
へ
て
立
ち
上
り
’
經
濟
的
自
由
と
-
政
治
的
平
等
の
た
め
に
國
民
革
命
を
斷
行
せ
ね
ぼ
成
-ら
ぬ
0,'

.
し

か

^

、

，か
V
,る

革

命

の

.；
生

幹

を

な
す
も
の
は
、勿
論
赍
産
階
級
で
あ
ら
ぅ
が
、(

改
組
派
.に
あ
O'
て
は
農
工
階
級
で
あ
つ
た〕

し
か

*

 

. 
.

 

. •

 

>

 

.

,

.

し
資
產
家
階
級
.の
み
を
4
つ
て
、.
か
、
る
事
業
を
完
成
す
る
こ
と
は
•不
可
能
だ
。
■い
.わ
ん
や
農
工
.階
級
の
'み
の
眾
命
は
、
到
底
望
み
得

な
い
0
:
.
.
こ
れ
こ
そ
國
民
革
命
の
：轉
質
で
あ
る
0

.
:
ン

.

、
. 

.

」

：

,
.

.

; 

「

斯
ぐ
：て

-.
'
我
.々
は
知
る
。
支
那
の
最
大
多
激
0
勞
働
者
：は
、
未
だ
自
己
階
級
の
政
治
鬪
爭
の
悪
求
と
可
能
性
と
を
有
せ
ず
、
且
つ
一

般
的
政
治
闘
爭
の
要
求
か
ら
自
身
の
：階
級
の
經
濟
闘
争
の
要
求
.ま
で
を
も
有
し
て
ゐ
な
い
勞
働
者(

手
工
業
勞
働
者〕

も
又
少
數
で
は
な

.

.

. 

.- 

、

+

■い
？
我
々
.は
又
§

べ
き
で
あ
る
。
讓

来

發

達

£

那
.

1

大
部
分
の
鹿
業
管
理
權
は
、
外
人
の
手
に
な
け
れ
ば
軍
閥
政
府
の
手
に
.あ
る
の

で
あ
り
、
勞
働
者
の
經
濟
鬪
爭
の
對
象
は
、
帝
國
主
義

•

 

.

.•
■

 .

.

.

 

-

 

-

 

的
外
國
で
な
け
れ
ば
繁
閥
..で
あ
り
、
故
に
經
濟
鬪
爭
が
稍
々
劇
烈
に
な
る
と
、
そ
こ
に
政
治
_
维
と
な
る
。
我
々
は
吏
に
知
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
か
、
る
植
民
地
半
植
埒
地
の
政
治
撊
爭
は
、
單
1
る

1
:般
的
な
政
治
鬪
爭
が
、
即
,
全

國

の

各

階

級

队

共

同

し

て

.
政

治

上

の

自

由
を
要
求
す
る
..鬪
爭
で
あ
り
、
勞
働
達
自
身
の
階
級
の
政
治
鬪
爭
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
政
權
を
掌
握
す
る
者
は
直
接
に
は
軍
閥
で
あ 

り

、

間

接

に

：
は

.带

國

生

：

義

的

外

國

で

あ

つ

，
て

，

本

國

：
の

資

產

1©
級
で
は
な

.
い
。
故
に
支
那
の
勞
働
者
^
級

は

、
現

下

の

ま

境

の

.必

要

上

、

.

 

■ 

V'. 

■

 

■

-

.

又
現
下
の
自
身
の
力
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參
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合
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參
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れ
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. 

:.

■
..

「

ニ
、/
勞
働
者
階
級
は
こ
の
薄
命
が
成
功
ず
る
時
に
地
位
を
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ふ
。
ニ
、
勞
働
者
.階
級
は
、
,と
の
革
命
の
_
维
過
程
に
お
い
て
、
自
己 

の
階
級
^
戰
鬪
力
を
發
展
せ
し
む
る
機
#
を
失
.ふ
。
三
、
覽
際
運
動
に
參
加
し
な
い
な
ら
ば
、
勞
働
者
階
級
が
い
か
な
る
急
進
的
主
張 

>
有
す
.る
.と
1
、
ー
そ
れ
は
單
贫
る
主
張
に
過
ぎ
ず
、
ー
事
實
は
立
停
づ
て
ー
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も
.動
く
こ
と
.が
，無
い
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四
、
自
已
階
級
の
政
治
_
举
が
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爾
旣
.に
不
可
能
で
あ
り
、
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れ
で
聯
合
戰
線
に
參
加
し
な
い
な
：ら
ば
ゝ
，：結
艰
は
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ず
や
政
治
鬪
爭
の
戰
^
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濟
鬪
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眠
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か
、
る
政
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を
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し
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經
濟
鬪
爭
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裂
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な
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生
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
人
力
に
よ
る
否
認
で
蓊
亂
せ
し
め
消
滅
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得
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の
で
も
な
い
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階
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い
て
出
で
立
ち
、
複
雜
な
鬪
箏
に
參
加
し
て
こ
そ
養
成
さ
れ
る
も
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で
、
決
し
て
們
を
閉
ぢ
て
霖
婦
處
女
の
間
違
ひ
防
ぎ
の
政
策
を
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、

危

險

を
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れ

得

る

^
の

セ

は

な.い

。

勞

働

者

階

級

：は

允

V
獨
立
的
組
織
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有
ち
，

時
期
■の
政
治
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爭
の
聯
合
運
動
と
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濟
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釙
の
主
義
妥
協
と
が
同
じ
も
の
で
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
、
與
敢
に
か
、
る
複
雜
し
た
鬪
爭
の
國
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命
に
參
加
す
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し
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働
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益
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反
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目
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岡
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參
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れ
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叫
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ふ
り
か
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强
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治
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濟
的
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迫
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ひ
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軍
闕
の
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梁
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擊
し
や
ぅ
と
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る
國
民
藥
命
の
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壞
的
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面
に
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て
は
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も
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通
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し
か
る
に
、
今
次
窜
變
は
、

一
九
ニ
七
年
以
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仇
敵
と
見
做
し
、
と
も
に
天
を
戴
か
ず
と
叫
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だ
諸
會
黨
を
、
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れ
ば
、
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れ
は
單
に
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傘
下
へ
；の
無
條
件
な
る
參
加
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つ
て
、
.何
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な
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。
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。
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古
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つ
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底
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目
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來
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さ
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ら
れ
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應
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